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〔G］ ［xコ ［9〕 ［k］ 尊
1nggh 4ngh 8ng9 11ngk 14ng
［瓠 5ng’h
2Rgh 6皿h 9捻9 12煎k
［n］ 3ngh 7漁h 10捻9 13ak 15n
例
　　　綴り
1．　　nggh
2．　　ngh
3．　　ngh
4．　　ngh
5．　ng’h
6．　　nh
7．　　nh
8．　　ng9
9．　　ng
10．　　ng
11．　　ngk
12．　　nk
13．　　nk
14．　　ng
15．　　n
さらに、
　16．　　sh
　17．　　s’h
発音
［rPG］
［OG］
［nG］
〔ax］
［gxコ
［DX］
［nx］
［99］
［ij9］
［ng］
［唾］
［ok］
［nk］
囲
［n］
［P〕
〔sx〕
　　例
hongghur
nghua－
Xiranghul｛
yanghoo
hong，｝hu
me油en
　　　　　　　　　　　　　　条件
「鈴」
「洗う」、anghai－「裂ける」
「河澆（地名）」　（xiran　gh職1）形態素境界
「マッチく洋火」
「紅」、yang，　huu「洋混」
「千」
ghuraanhaan「たった3つ」
chunggun
mengu
kongon
xonngkor
bunkang
banki－
bulong
sain
「農家の常雇いの作男く長Ilj
「銀」
「軽い」
「護身符」
「本杭」
「処理するく辮j
r角」、jong　r百」
「良い」
tuushang　　「おさげを結ぶ細い紐く頭縄j
tus’haan　　「まっすぐ」
形態素境界
誤植の可能性あり
語末
　ng’　ghという綴りが存在しないのは曖昧性がないからである。〔nG］という子音連続が『土
漢対照詞彙』には見当らないから、2の場合は特殊なのかもしれない。分かち書きをすれば2と
3は区別できる。4と5は本来区洌する必要はないのではなかろうか。kの前でngではなくlt
であるのが普通であるため、xongkor「護身符」という綴りは珍しいものであるが、曖昧性は
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なく［Gっりkor］以外には読めない。こういった問題は［B］を一貫してngと綴ることにしてお
けば生じなかったはずである。chに対するc’hとかzhに対するz’hは土族語には存在しない
から、結局アポストロフィーの役割は16と17を区別することにしか役立っていない。
7．正読法
環蓋化及び唇音化
　『土族語簡誌』の子音の説明（p．7）の第2項にt，d，　n，1の4子音はe，　eeの前で口
蓋化するという記述がある。『土族語詞彙』の編写説明13（1）（pp．1（H1及びpp．17－18）に
もe：の発音は［ie：］であり、　eの発音は［ie］、〔iε］、［iaa　］であり前の音を口蓋化
するという同じ趣旨の言己述がある。『土族語詞彙』はさらに、oの発音として、少数の状況で典
型的な［o］になる以外は［Ue］，〔・3］，［Ua］，［Uo］であり、　uは［uaコという
色彩を帯びることもあるという唇音化の説明がある。例としてde－［d’　ie］～［d’ia｝］「食べ
る」、korgo［　kUergUe　］「橋」が挙カミっている。
　『土族詞典』の凡例（p．10）には、母音字母eの読み方についてe，eeは必ずie，　ieeと読む
という説明があるが、oについては何の説萌もない。　Schr6der（1980）には『土族語簡誌滋の
示す4子音以外にもr，m，　b，　d等の臼蓋化の倒も見られる（角道（1988b：33－34））。　DMF
やTOAaeBaでは口蓋化と唇音化を上昇二鑑母音として記してある語とそうでない語とがあり、両
者の区別ははっきりしない。この実態については角道（1987：57－58）ですでに述べた。Schr6der
（1959，1970，1980）に見られるこれらの現象及びバリエーショソについては角道（1988a，
1988b，1990）を参照されたい。
　第5節で述べたように、漢語系借用語は漢語の耕音には一致していないため土族語の固有藷の
正読法と同じものが適用できる。
語音変化
　すでに述べたように正書法がすべての語音変化を反映していない以上、正しく発音するにはそ
れなりの注意を要する。第6節で述べたことのちょうど裏返しの現象が正読法の問題である。と
くに問題になるのは発音されないものが正書法で表記される揚合である。
　例えば、surijin「学習している」は［sursdzin］ではなく〔surdzin］と発音しなければなら
ないし、ghariwa「出た」は［Garsva］ではなく［Garva］と発音される。またmudewa　uu？「わ
かりましたか」は　［mudevau：コではなく［mudevu：］となり、　ghraanla「三つとも」は
［Gura：nla］ではなく［Gura：la］である。音節末の［g］と［G］の違いはそれほど重要なこ
とではないにしても綴り字には反映されていないので、正確に発音するためにはいちいち覚えて
おかなければならない。同様のことはngの読み方についてもいえる。
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8．おわりに
　魯長寿（1986：65）には1985年をこは青壮年層の文盲率を20％排除し、1990年には50％排除する
ことを目指すという趣旨のことが書かれている。すでに1990年の下半期になっているが、この目
標は達成されたのであろうか。土族語の文字を作る要求は1950年代初頭にあったにも関わらず一
度挫折している。現在は幸い識字運動が順調に進行しているようである。『土漢詞典』の序文
（1984年5月の日付が入っている）には、多数の岡志達が土族文字で大衆の中にある歌や故事や
謎を文字に記録し始めていると書かれている。『土族民間故事』のような中国語訳のものはあっ
ても、土族語露体を土族文字で記したものはまだ出版されていなかったから今後が期待される。
　標準音が東溝音に決まったといっても、依然として地域差、世代差があるはずであり、バリエー
ショソのどれを採用するかが大いに問題になるものと思われる。そして、文字が普及してからは
綴り字発音という現象が起こってくるはずである。
註
（1）1979年6月、中共互助土族自治県委員会及び県人民政膚は民衆の要求に基づいて慎重に研究し、土族文字
　　を作ることを決定し、李克郁に土文法案を起草することを依頼した。土文法案（草案）は7月16臥中共
　　青海省委及び省人昆政府に報告され、上級指轟機関の討論を通過し、國家昆族事務委員会に報告された。
　　こうして土族入昆の長年の願望が実現した。（魯長寿（1986：58－59））
（2）互助と昆和方言の歯茎硬口蓋音（及びs）と反り否音の対癒は、照那斯図、李克郁（1982）を参考にして殴
　　示すると、次のようになる。
　　　　　　　　　　　　　互助方書　民漁方言　　互助方言　民和方言　　互助方言　属和方言
　　　　1響1雰器　1：gi：lii
（3）『±族語簡誌』（p．89）に載っている母音の中和の例を他の資料と比べてみると、次のように中和してし
　　ないことがわかる。
『土族語簡誌』　　To網eBa
　Xjir　ghul　　　Malqi　ghul
tGe
xore
tane－
kede
tcaldze
tedzee一
i，e
gi
xypi
TaHi
KiAiH（sic）
ganム3e
　DMF　　　　　　Schr6der
Narin　ghul
i，e
乏6‘i
xuri
t‘ ani－
k‘k）i
fS‘iErdze
f§‘idz’ie一
1，6
tsi
xur奪
tan卜
kide
t三dzle一
『土族語簡誌』
　昆話方言
i，Ute，e
tGi
quru
tani－
kedu
tsarse
tedze一
お前
指
知る
いくつ
紙
養う
　　　したがって東溝（Xjirghu1）だけを互助方言の代表として採り上げて、民和方鷺と此べるのは適切で
　　ない。
（4）Schr6der（1964：144）をこはXonitsi　pao（chin，　Yang－chifan（鄙ちyangjuan「華圏」））と記されて
73
土　族　語　の　正　轡　法
　　いる。この地名は「羊飼いの家畜小屋」という意味である。Schr6der（1959：9）et　1よ同じ地名が
　　ula－xonitsi－puhと記されている。　puhはpah（郎ちpaB）の誤植であろうか。　mula－xonitsi－paOは
　　muユaa　huniqi　pang「小さい羊飼し・の家畜小屋」という意味になる。
（5）『土族語簡誌』と岡じ著者による照那辮図（1987）ではe，e：，　a，　a：がそれぞれε，ε：，　a，　a：となって
　　いる。
（6）Xはiよりも低く、訓まeよりも低く且つ後方であり、益はαよりも前方、6はoよりも高くOはuよりも
　　前方と記されている。TはtG，　tG‘，　Gの直後に限られるようである。この点は『土族語簡誌』の記述と共
　　通性がある。
（7）Narin　ghul方讐を記したDMFではβに隣撲するときに限ってuでなくUが現れる。これはF（及びA）
　　と関遮づけて検討する必要がある。
（8）Hattori（1972：87－88）1よDMFのデータを吟味し、轟母音十奪を／撮音十〇／、瓜愚音牽gを／母音十n／
　　と分析している。口母音÷りの弓はk，g，　G，　Xの前の／n／の異音ということになる。
　　　轟母音の数が文献によって異なっている。Mostaert　et　de　Smedt（1929：159）及びde　Smedt　et
　　Mostaert（1964：6）では巨，　a，　oの3つの轟母音、　Schr6der（1959：18，1964：148）ではa，　e，　o，tiの4
　　つの轟母音、『土族語簡誌』　（p．4）で12　a，oの2つの鼻母音、『土族語詞彙』　（pp。1H2及び18）で
　　はとくに制限がない。
（9）張成材（1984：196）では青海省漢語方欝を西曝、楽都、鱈化の3つの下位方言に分けている。西寧方言に
　　は簸寧、渥中、平安、渥源、互助、貴徳、化隆、潤源の地域が含まれ、陰平、陽平、上声、去声の4
　　つの声調を有する。西寧と互勧の違いは「庶、車、蛇、熱」の韻愚が西寧では［ε］であるのに互助では
　　　［ei］であるという点、及び、互助県の賀ホ周、北山などの公琶では「基、敷、希」の韻撮を、西寧の
　　　［i］とは違った［1］で発音するという点である。西寧の調型は陰平（44）、腸平（24）、上声（53）、
　　去声（213）であり、互助もほとんど嗣じである。
（10）この現象は随で終わる語の次に子音逢続で始まる語が続くとif　nが脱落することがある」というように
　　一般化できるかもしれない。
　　　Schr6der（1980）のテキストには正書法で表すとsain　shdag「良い徴候」という意味のことばが、何
　　度も現れるが、sainのnは常に脱落してY・る。また999を表す数宇は第667行では9dzk｝n　d200　yarig
　　gdzenとnが付いているのに、第706行では§dzeR　d加りyar捲d箆職とnがついていない。
　　　しかし保安語も含めて観察すると事惰が異なってくる。een　nai　siyang（瞭乃雄）（1981：88）はhαrG
　　jirsenヂ十九」、　xere　jirsen「：十九」の傍を挙げ、「九」の前でnが脱落するという離述をしている。
　　保安語の「九」は語頭子音連続を持っていないので、上述の一般化は当てはまらなくなくなる。布称、刻
　　照雄（1982：35）にもhar－ieSUS「十九」、　xor－lesug「瓢十九」とnの脱落した形式を記職しているけれ
　　ども、「九十九」はiesaras］）一一ieSUOとnの脱落していない形式になっている。
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（1990．9．17　受理）
　1990年9月25臼に、孫竹、昊安其（1990）「従試行到推行的土族文字」の掲載されているil民族語文』一九九〇
年第二期（1990年4月5日出版）が届いた。論文の締切後であったために、残念ながら参照、弓鵬できなかった。
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